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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
顔料、バインダー樹脂、塩基性化合物及び水性媒体を必須成分として含有してなる水性印
刷インキ用顔料分散体において、
前記バインダー樹脂として、酸基を含有するラジカル重合性不飽和単量体と下記１）～３
）の単量体とを必須成分としてラジカル共重合して得られる、酸価１００～２５０ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ、重量平均分子量３，０００～１５０，０００のアルカリ可溶型共重合体を、水
性印刷インキ用顔料分散体中に固形分で１～５０重量％含有してなり、
前記アルカリ可溶型共重合体が、前記顔料分散体中で溶解している
ことを特徴とする水性印刷インキ用顔料分散体。
１）分子内に芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体の少なくとも１種を、全単量体
に対して２０～７０重量％
２）分子内に－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）－の構成単位で示されるエチレンオキサイド鎖と、－
（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）－の構成単位で示されるプロピレンオキサイド鎖とを、それ
ぞれ少なくとも１個含有するアルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体を
、該単量体においてエチレンオキサイド鎖に由来する重量をＸ、プロピレンオキサイド鎖
に由来する重量をＹとした時、Ｘ：Ｙ＝４４：５６～９６：４であって、かつ、ＸとＹと
の全合計量が、全単量体に対して５～３０重量％
３）分子内に炭素数６以上のアルキル基を含有するラジカル重合性不飽和単量体を、全単
量体に対して５～５０重量％
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【請求項２】
芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体がスチレン系単量体であることを特徴とする
請求項１記載の水性印刷インキ用顔料分散体。
【請求項３】
アルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体が、下記一般式（１）及び一般
式（２）
【化１】

　
【化２】

　（式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基、Ｒ２は水素原子又はアルキル基、Ｒ３は水素原
子又は有機残基、Ｒ４は水素原子又はアルキル基、ｍとｎはそれぞれ２～２４の整数を表
す）
で表される単量体の群から選択される少なくとも１種であることを特徴とする請求項１又
は２記載の水性印刷インキ用顔料分散体。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載の水性印刷インキ用顔料分散体を含有してなることを特徴
とする水性印刷インキ用組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、水性印刷インキ用顔料分散体及びそれを含有する水性印刷インキ用組成物に関
し、更に詳しくは、水性印刷インキ用組成物に用いた場合、高いレベルを維持するのが困
難である顔料分散性や経時での保存安定性が良好となり、印刷品質においては光沢、転移
性、レベリング性等に優れたものとなり、さらに耐摩擦性、耐水性等の各種耐性を備えた
ものとなる水性印刷インキ用顔料分散体及びそれを含有する水性印刷インキ用組成物に関
する。
【背景技術】
【０００２】
食品や電気製品等の包装容器に使用する紙やプラスチックフィルムに印刷するインキにお
いて、近年、環境問題、省資源、労働安全性、防災等の見地から、極力有機溶剤を使用し
ない水性タイプのインキ用組成物が求められている。
この水性化の要望にいち早く対応したのは、水性インキでも簡単に印刷できる「紙」を対
象とした分野である。そして、この分野で利用される水性印刷インキ用組成物のバインダ
ー樹脂は、アルカリ可溶型であって、古くはシェラック、カゼイン等の天然樹脂型のもの
が用いられていたが、その後は、スチレン／マレイン酸系樹脂やスチレン／アクリル酸系
樹脂等の合成樹脂型のものが置き換わって利用されている。
【０００３】
一般に合成樹脂型のバインダー樹脂は、天然樹脂型と比較すると、顔料分散性や印刷適性
、さらに印刷物の美粧性、各種耐性といった要求性能に対する設計の幅が広く、また、安
定した性能が得られるものである。しかしながら、合成樹脂型のバインダー樹脂であって
も、水系で利用するとなると多くの課題がある。
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例えば、スチレン／マレイン酸系共重合体は、元来、優れた顔料分散性を有し、これをバ
インダー樹脂とする水性印刷インキ用組成物は流動性が良好で、印刷皮膜は光沢に優れる
という特徴を有することから、好んで用いられてきた。ところが、スチレン／マレイン酸
系共重合体は水性媒体中への溶解性があまり高くない事から、得られるインキ用組成物の
経時粘度安定性、転移性、耐摩擦性、レベリング性をより良好とするのは困難であった。
一方、水性媒体中への溶解性が高いという点では、スチレン／アクリル酸系共重合体の方
が有利で、これをバインダー樹脂とする水性印刷インキ用組成物は、さらに耐摩擦性、耐
水性、光沢等は優れるという特徴があるが、顔料分散性、転移性、レベリング性を向上さ
せるのは困難であった。
【０００４】
上記の様に、スチレン／マレイン酸系共重合体やスチレン／アクリル酸系共重合体をバイ
ンダー樹脂とした時、それぞれインキ性能においての長所と短所が共に存在することから
、その長所を生かしながら、短所を改良するための多くの研究が行われている。
例えば、スチレン／アクリル酸系共重合体において、耐摩擦性、耐水性、光沢等の長所を
損なうことなく、さらに顔料分散性を改善するために、長鎖アルキル基を有する（メタ）
アクリル酸エステル単量体を共重合成分として利用する技術が提案されている（特許文献
１参照）。そして、当該バインダー樹脂を使用することにより、顔料分散性が良好となり
、さらに得られる水性印刷インキ用組成物の流動性、耐水性も良好となるが、粘度安定性
、転移性は不十分という問題を有する。
【０００５】
また、光沢、耐摩擦性に優れる特徴を損なうことなく、顔料分散性を改善するために、ポ
リエチレングリコールモノ（メタ）アクリル酸エステル系単量体及び／又はポリプロピレ
ングリコールモノ（メタ）アクリル酸エステル系単量体を利用したアルカリ可溶型アクリ
ル系共重合体をバインダー樹脂とした水性印刷インキ用組成物が提案されている（特許文
献２参照）。そして、前者の単量体を利用して得られるバインダー樹脂を使用した場合は
、得られる水性印刷インキ用組成物の転移性も良好となるが、逆に耐水性が低下し、粘度
安定性、レベリング性も不十分となり、一方、後者の単量体を含有するバインダー樹脂を
使用した場合は、得られる水性印刷インキ用組成物の粘度安定性、耐水性が良好となるが
、レベリング性、転移性が不十分となる。また、両方の単量体を含有するバインダー樹脂
を使用した場合は、それぞれの単量体の短所どうしが複合される場合が多く、結果的には
得られる水性印刷インキ用組成物の転移性、レベリング性、粘度安定性、耐水性等の性能
が不十分となる。
上記の性能はいずれも、水性印刷インキ用組成物のバインダー樹脂として要求される基本
性能であるため、それらをより高いレベルで満足するアルカリ可溶型樹脂が求められてい
る。
【０００６】
【特許文献１】特開昭６０－１８１１７８号公報
【特許文献２】特開昭５４－０７４１０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
そこで、本発明の課題は、水性印刷インキ用組成物のバインダー樹脂として要求される性
能を高いレベルで満足させることにより、流動性、経時安定性が良好で、レベリング性、
転移性等が優れ、高い光沢、耐摩擦性、耐水性を有する水性印刷インキ用顔料分散体及び
それを含有する水性印刷インキ用組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明者らは、上記の課題を解決するために鋭意検討した結果、バインダー樹脂として、
酸基を含有するラジカル重合性不飽和単量体、芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量
体、エチレンオキサイド鎖とプロピレンオキサイド鎖とを、それぞれ少なくとも１個含有
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するアルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体、分子内に炭素数６以上の
アルキル基を含有するラジカル重合性不飽和単量体を必須成分としてラジカル共重合して
得られ、特定の酸価を有するアルカリ可溶型共重合体を使用することにより、上記課題を
全て解決し得ることを見出し、本発明を完成するに到った。
【０００９】
すなわち、本発明は、（１）顔料、バインダー樹脂及び水性媒体を必須成分として含有し
てなる水性印刷インキ用顔料分散体において、前記バインダー樹脂として、酸基を含有す
るラジカル重合性不飽和単量体と下記１）～３）の単量体とを必須成分としてラジカル共
重合して得られる、酸価１００～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ、重量平均分子量３，０００～１
５０，０００のアルカリ可溶型共重合体を、水性印刷インキ用顔料分散体中に固形分で１
～５０重量％含有してなることを特徴とする水性印刷インキ用顔料分散体に関する。
１）分子内に芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体の少なくとも１種を、全単量体
に対して２０～７０重量％
２）分子内に－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）－の構成単位で示されるエチレンオキサイド鎖と、－
（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）－の構成単位で示されるプロピレンオキサイド鎖とを、それ
ぞれ少なくとも１個含有するアルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体を
、該単量体においてエチレンオキサイド鎖に由来する重量をＸ、プロピレンオキサイド鎖
に由来する重量をＹとした時、Ｘ：Ｙ＝４４：５６～９６：４であって、かつ、ＸとＹと
の全合計量が、全単量体に対して５～３０重量％
３）分子内に炭素数６以上のアルキル基を含有するラジカル重合性不飽和単量体を、全単
量体に対して５～５０重量％
【００１０】
また、本発明は、（２）芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体がスチレン系単量体
であることを特徴とする上記（１）項記載の水性印刷インキ用顔料分散体に関する。
また、本発明は、（３）アルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体が、下
記一般式（１）及び一般式（２）
【００１１】
【化１】

【００１２】
【化２】

【００１３】
（式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基、Ｒ２は水素原子又はアルキル基、Ｒ３は水素原子
又は有機残基、Ｒ４は水素原子又はアルキル基、ｍとｎはそれぞれ２～２４の整数を表す
）
で表される単量体の群から選択される少なくとも１種であることを特徴とする上記（１）
項又は（２）項記載の水性印刷インキ用顔料分散体に関する。
さらに、本発明は、（４）上記（１）項～（３）項のいずれかに記載の水性印刷インキ用
顔料分散体を含有してなることを特徴とする水性印刷インキ用組成物に関する。
【００１４】
以下、本発明の水性印刷インキ用顔料分散体及びそれを含有する水性印刷インキ用組成物
についてさらに詳細に説明する。
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【００１５】
＜＜水性印刷インキ用顔料分散体＞＞
まず、水性印刷インキ用顔料分散体について説明する。
本発明の水性印刷インキ用顔料分散体は、顔料、バインダー樹脂及び水性媒体を必須成分
として含有してなる水性印刷インキ用顔料分散体において、前記バインダー樹脂として、
酸基を含有するラジカル重合性不飽和単量体と下記１）～３）の単量体とを必須成分とし
てラジカル共重合して得られる、酸価１００～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ、重量平均分子量３
，０００～１５０，０００のアルカリ可溶型共重合体を、水性印刷インキ用顔料分散体中
に固形分で１～５０重量％含有してなるものである。
１）分子内に芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体の少なくとも１種を、全単量体
に対して２０～７０重量％
２）分子内に－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）－の構成単位で示されるエチレンオキサイド鎖と、－
（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）－の構成単位で示されるプロピレンオキサイド鎖とを、それ
ぞれ少なくとも１個含有するアルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体を
、該単量体においてエチレンオキサイド鎖に由来する重量をＸ、プロピレンオキサイド鎖
に由来する重量をＹとした時、Ｘ：Ｙ＝４４：５６～９６：４であって、かつ、ＸとＹと
の全合計量が、全単量体に対して５～３０重量％
３）分子内に炭素数６以上のアルキル基を含有するラジカル重合性不飽和単量体を、全単
量体に対して５～５０重量％
【００１６】
＜バインダー樹脂＞
本発明におけるバインダー樹脂は、酸基を含有するラジカル重合性不飽和単量体と下記１
）～３）のラジカル重合性不飽和単量体とを必須単量体成分としてラジカル共重合して得
られる、酸価１００～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ、重量平均分子量３，０００～１５０，００
０のアルカリ可溶型共重合体である。
また、当該バインダー樹脂は、水性印刷インキ用組成物のバインダー樹脂として要求され
る性能を高いレベルで満足させることができる。
【００１７】
まず、酸基を含有するラジカル重合性不飽和単量体としては、ラジカル重合性エチレン性
不飽和カルボン酸及びその誘導体等が挙げられ、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、ク
ロトン酸、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、２－カルボキシエチル（メタ）アクリレ
ート、２－カルボキシプロピル（メタ）アクリレート、無水マレイン酸、無水フマル酸等
が挙げられる。
当該酸基を含有するラジカル重合性不飽和単量体の使用量は、全ラジカル重合性不飽和単
量体を混合した時の酸価が１００～２５０ｍｇＫＯＨ／ｇとなる量であれば、特に限定さ
れない。
【００１８】
１）分子内に芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体
分子内に芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体としては、ベンジル（メタ）アクリ
レート、スチレン、α－スチレン、ビニルトルエン等のスチレン系単量体；メタクリル酸
フェニル、アクリル酸フェニル等の（メタ）アクリル酸フェニル系単量体等が挙げられ、
これらの少なくとも１種が使用できる。好ましくは、スチレン系単量体である。
当該芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体の使用量は、全単量体中の２０～７０重
量％である。７０重量％より多くなると樹脂の溶解性が低下し、２０重量％より少ないと
顔料分散性、発色性が低下する。
【００１９】
２）アルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体
アルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体としては、分子内に－（ＣＨ２

ＣＨ２Ｏ）－の構成単位で示されるエチレンオキサイド鎖と、－（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）
Ｏ）－の構成単位で示されるプロピレンオキサイド鎖とを、それぞれ少なくとも１個含有
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し、且つ、該単量体においてエチレンオキサイド鎖に由来する重量をＸ、プロピレンオキ
サイド鎖に由来する重量をＹとした時、Ｘ：Ｙ＝４４：５６～９６：４であるアルキレン
オキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体が利用できる。
【００２０】
アルキレンオキサイド鎖含有ラジカル重合性不飽和単量体の好ましい例としては、下記一
般式（１）及び一般式（２）で表される単量体から選択される少なくとも１種である。
【００２１】
【化３】

【００２２】
【化４】

【００２３】
（式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ２は水素原子又はアルキル基を表し、Ｒ
３は水素原子又は有機残基を表し、Ｒ４は水素原子又はアルキル基を表し、ｍとｎはそれ
ぞれ２～２４の整数を表す）
【００２４】
Ｒ２、Ｒ４におけるアルキル基としては、好ましくは炭素数１～１６である。
Ｒ３における有機残基としては、好ましくは炭素数１～１８のアルキル基、炭素数１～８
のヒドロキシアルキル基、炭素数２～２０のアルコキシアルキル基、炭素数１～８のハロ
ゲン化アルキル基、アリール基である。
【００２５】
エチレンオキサイド鎖に由来する重量（Ｘ）とプロピレンオキサイド鎖に由来する重量（
Ｙ）との割合比率Ｘ：Ｙは、４４：５６～９６：４である。Ｘの割合が４３より小さいと
転移性、経時安定性が低下し、９６より大きいとレベリング性、耐水性が低下する。
【００２６】
エチレンオキサイド鎖とプロピレンオキサイド鎖とを含有する単量体の含有量は、エチレ
ンオキサイド鎖に由来する重量（Ｘ）とプロピレンオキサイド鎖に由来する重量（Ｙ）と
の全合計量が全単量体に対して５～３０重量％となる量である。
エチレンオキサイド鎖に由来する重量（Ｘ）とプロピレンオキサイド鎖に由来する重量（
Ｙ）との全合計量が全単量体中の５重量％未満では、経時安定性、レベリング性、転移性
が低下する。また、３０重量％を越える量では、効果の増大は期待できず、コスト高とな
って好ましくない。
【００２７】
３）分子内に炭素数６以上のアルキル基を含有するラジカル重合性不飽和単量体
当該単量体としては、１分子中に炭素数６以上のアルキル基とエチレン性不飽和結合を含
有するラジカル重合性不飽和単量体が包含され、好ましくは、Ｃ８～Ｃ２５モノカルボン
酸のビニルエステル及びＣ６～Ｃ２４モノアルコールの（メタ）アクリル酸エステル等が
挙げられる。
【００２８】
Ｃ８～Ｃ２５モノカルボン酸のビニルエステルの具体例としては、ビニル２－エチルヘキ
サネート、ビニルラウリネート、ベオバモノマー（シェルケミカル社製）、ビニルステア
レート等が挙げられる。
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また、Ｃ６～Ｃ２４モノアルコールの（メタ）アクリル酸エステルの具体例としては、(
メタ)アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、２－エチルヘキシル（
メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、
ステアリル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシステアリル（メタ）アクリレート等が
挙げられる。
これらは、１種もしくは２種以上組み合わせて使用できる。
【００２９】
分子内に炭素数６以上のアルキル基を含有するラジカル重合性不飽和単量体の使用量は、
全単量体に対して５～５０重量％である。
当該単量体が、全単量体に対して５重量％未満では顔料分散性、粘度安定性が低下し、５
０重量％を越えるとインキ皮膜が軟らかくなり、乾燥性や皮膜強度が低下する。
【００３０】
その他必要に応じて、共重合可能なラジカル重合性不飽和単量体を適宜使用できる。
当該共重合可能なラジカル重合性不飽和単量体としては、例えば（メタ）アクリル酸メチ
ル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソ
プロピル、（メタ）アクリル酸ブチル等の（メタ）アクリル酸のＣ１～Ｃ５アルキルエス
テル；ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレー
ト等の（メタ）アクリル酸のＣ２～Ｃ５ヒドロキシアルキルエステル；グリシジル（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、アクリロニトリル等が挙げられる。
【００３１】
バインダー樹脂としてのアルカリ可溶型共重合体は、前記した各種ラジカル重合性不飽和
単量体の混合物を、通常のラジカル発生剤、例えば、ベンゾイルパーオキサイド、ターシ
ャリブチルパーオキシベンゾエート、アゾビスイソブチロニトリル等の存在下に、重合せ
しめることにより容易に得ることができる。この場合、通常用いられている連鎖移動剤（
例えば、メルカプタン類、キサントゲンジスルフィド類等）で分子量を調節してもさしつ
かえない。また、かかる重合体の重合法としては、溶液重合法が好適である。
【００３２】
バインダー樹脂としてのアルカリ可溶型共重合体の酸価は、１００～２５０ｍｇＫＯＨ／
ｇである。
酸価が２５０ｍｇＫＯＨ／ｇを越えると耐水性が低下し、酸価が１００ｍｇＫＯＨ／ｇ未
満の場合は水性印刷インキ用組成物の再溶解性が低下する。
また、当該酸価は、計算により求めた理論酸価である。
【００３３】
バインダー樹脂としてのアルカリ可溶型共重合体の重量平均分子量は、分散安定性、粘度
の観点から、３，０００～１５０，０００であり、好ましくは５，０００～２０，０００
である。
また、当該重量平均分子量は、ゲルパーメーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）により
測定した値である。
【００３４】
バインダー樹脂としてのアルカリ可溶型共重合体の含有量は、流動性、経時安定性、レベ
リング性、転移性、光沢、耐摩擦性、耐水性の観点から、水性印刷インキ用顔料分散体中
に固形分で１～５０重量％である。
【００３５】
＜顔料＞
本発明で使用する顔料としては、一般に水性インキで使用できる無機、有機の着色顔料や
、体質顔料等が挙げられる。
前記無機顔料としては、例えば、酸化チタン、ベンガラ、アンチモンレッド、カドミウム
レッド、カドミウムイエロー、コバルトブルー、紺青、群青、カーボンブラック、黒鉛等
を挙げることができる。
前記有機顔料としては、例えば、溶性アゾ顔料、不溶性アゾ顔料、アゾレーキ顔料、縮合
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アゾ顔料、銅フタロシアニン顔料、縮合多環顔料等を挙げることができる。
前記体質顔料としては、例えば、炭酸カルシウム、カオリン、クレー、硫酸バリウム、水
酸化アルミニウム、タルク等を挙げることができる。
【００３６】
上記顔料は、１種でも２種以上でも用いることができる。
当該顔料の使用量としては、水性印刷インキ用顔料分散体中に、好ましくは、１～５０重
量％である。
【００３７】
＜水性媒体＞
本発明で使用する水性媒体としては、水、水と水混和性有機溶剤との混合物等が挙げられ
る。
水混和性有機溶剤としては、例えば、メチルアルコール、エチルアルコール、イソプロピ
ルアルコール、ｎ－プロピルアルコール等の低級アルコール類；エチレングリコール、プ
ロピレングリコール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、グリセリン等の
多価アルコール類；エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエ
チルエーテル、エチレングリコールモノアセテート、プロピレングリコールモノメチルエ
ーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノアセテー
ト、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテ
ル等が挙げられる。
上記水性媒体は、１種でも２種以上でも用いることができる。
【００３８】
＜塩基性化合物＞
本発明においては、上記バインダー樹脂が有するカルボキシル基を中和するために、塩基
性化合物を用いることができる。
塩基性化合物の例としては、苛性ソーダ、苛性カリ等の無機塩基性化合物；アンモニア、
メチルアミン、エチルアミン、モノエタノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエタノールアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジエチルエタノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジブチルエタノールアミン、ジエタノ
ールアミン、Ｎ－メチルジエタノールアミン、トリエタノールアミン、モルホリン、トリ
エチルアミン、Ｎ－メチルモルホリン、Ｎ－エチルモルホリン等の有機塩基性化合物等が
挙げられる。
これらは単独で、又は２種以上を混合して用いることができる。
中でも、アンモニア、トリエチルアミン、モルホリン、Ｎ－メチルモルホリン、Ｎ－エチ
ルモルホリン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエタノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルエタノールアミン
等の、７６０ｍｍＨｇ下での沸点が２００℃以下である揮発性有機塩基性化合物を使用す
ることが好ましい。
当該塩基性化合物の使用量としては、上記バインダー樹脂を溶解させる範囲であればよい
が、好ましくは、バインダー樹脂の酸価に対して８０～１２０モル％である。
【００３９】
＜必要に応じて使用する添加剤＞
本発明の水性印刷インキ用顔料分散体には、必要に応じて各種添加剤を使用することがで
きる。
具体的には、印刷性能を向上させる水溶性樹脂、光沢を向上させる水性エマルジョン組成
物等の水性樹脂、顔料分散剤、顔料誘導体、ブロッキング防止剤、レベリング剤、消泡剤
、粘度調整剤、ｐＨ調節剤、シランカップリング剤、防錆剤、防腐剤、可塑剤、赤外線吸
収剤、紫外線吸収剤、芳香剤、難燃剤等、種々の添加剤を適宜選択して使用することがで
きる。
【００４０】
＜水性印刷インキ用顔料分散体の製造法＞
水性印刷インキ用顔料分散体の製造法としては、顔料、バインダー樹脂、水性媒体、塩基
性化合物、及び必要に応じて顔料分散剤、顔料誘導体等を混合して混練し、さらに必要に
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剤、ｐＨ調節剤、シランカップリング剤、防錆剤、防腐剤、可塑剤、赤外線吸収剤、紫外
線吸収剤、芳香剤、難燃剤等の種々の添加剤等を添加、混合する方法等が挙げられる。
なお、本発明の水性印刷インキ用顔料分散体は、上記の各成分を必要量混合し、ホモミキ
サー、ラボミキサー等の高速攪拌機や、３本ロールミルやビーズミル等の分散機にて混合
、分散することにより、容易に得ることができる。
【００４１】
＜＜水性印刷インキ用組成物＞＞
次に、本発明の上記水性印刷インキ用顔料分散体を含有してなる水性印刷インキ用組成物
について説明する。
本発明の水性印刷インキ用組成物は、水性印刷インキ用顔料分散体をそのまま使用するこ
ともできるし、水性印刷インキ用顔料分散体に、さらに、水、必要に応じて、水混和性溶
剤、水溶性樹脂、水性樹脂、ブロッキング防止剤、レベリング剤、消泡剤、粘度調整剤、
ｐＨ調節剤、シランカップリング剤、防錆剤、防腐剤、可塑剤、赤外線吸収剤、紫外線吸
収剤、芳香剤、難燃剤等、種々の添加剤等を加えて攪拌混合したものもの使用できる。
【００４２】
本発明の水性印刷インキ用顔料分散体中に、さらに、水、必要に応じて、水混和性溶剤、
水溶性樹脂、水性樹脂、ブロッキング防止剤、レベリング剤、消泡剤、粘度調整剤、ｐＨ
調節剤、シランカップリング剤、防錆剤、防腐剤、可塑剤、赤外線吸収剤、紫外線吸収剤
、芳香剤、難燃剤等、種々の添加剤等を加えて水性印刷インキ用組成物を得る場合は、ア
ルカリ可溶型共重合体が水性印刷インキ用顔料分散体中に固形分で１～３０重量％含有し
ているよう配合することが好ましい。また、顔料の含有量は、水性印刷インキ用組成物中
に１～５０重量％となるように配合することが好ましい。
【００４３】
＜水性印刷インキ用組成物の印刷方法＞
最後に、水性印刷インキ用組成物の印刷方法について説明する。
本発明の水性印刷インキ用組成物は、紙又はプラスチックフィルムを被着体として、フレ
キソあるいはグラビア印刷方式等によって印刷することができる。
【発明の効果】
【００４４】
本発明により、流動性、経時安定性が良好で、レベリング性、転移性に優れ、高い光沢、
耐摩擦性、耐水性を有する水性印刷インキ用顔料分散体及びそれを含有する水性印刷イン
キ用組成物が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
以下に実施例を挙げて、本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されるも
のではない。
【００４６】
［実施例１～１２、比較例１～１０］
（１）水性アクリル樹脂ワニス
下記表１～２の配合組成の各ラジカル重合性不飽和単量体を重合平均分子量が約１６００
０となるように共重合して得られた各アクリル共重合体を２５０部、その中和量に対して
１．２当量の塩基性化合物（アンモニア／Ｎ，Ｎ－ジメチルエタノールアミン（当量比）
＝９：１）を含む水を７５０ｇ仕込み、攪拌しながら８０℃で加熱溶解し、固形分３０重
量％の各水性アクリル樹脂ワニスを得た。
なお、用いた単量体のうち、ＥＯ・ＰＯ単量体（ａ）、ＥＯ・ＰＯ単量体（ｂ）、ＥＯ・
ＰＯ単量体（ｃ）、ＰＯ単量体（ｄ）、ＥＯ単量体（ｅ）、ＥＯ・ＰＯ単量体（ｆ）の構
造は以下に示すとおりである。
【００４７】
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【化５】

【００４８】
表１～２において、「ＥＯ／ＰＯ比率」とは、上記（ａ）～（ｆ）の単量体における、エ
チレンオキサイド鎖に由来する重量と、プロピレンオキサイド鎖に由来する重量の比を示
すものである。また、「ＥＯ＋ＰＯの含有率」とは、表記載の全単量体の合計重量に対す
る、エチレンオキサイド鎖に由来する重量とプロピレンオキサイド鎖に由来する重量の合
計量の割合を示すものである。
【００４９】
（２）水性印刷インキ用顔料分散体
顔料（フタロシアニンブルー、Ｂ－１５：３）３０部、上記で得られた各水性アクリル樹
脂ワニス２４部、水６部の混合物をビーズミルで混合した後、上記各水性アクリル樹脂ワ
ニス３６部、水４部を添加混合して、実施例１～１２、比較例１～１０の各水性印刷イン
キ用顔料分散体を調製した。
【００５０】
（３）水性印刷インキ用組成物
上記で得られた各水性印刷インキ用顔料分散体３３．３部に、上記で得られた各水性アク
リル樹脂ワニス４０部、水２６．７部を攪拌混合して、実施例１～１２、比較例１～１０
の各水性印刷インキ用組成物を調製した。
【００５１】
上記実施例１～１２、比較例１～１０で得られた各水性印刷インキ用組成物の粘度安定性
について、以下のようにして評価した。また、その結果を表１～２に示す。
［粘度安定性］
各水性印刷インキ用組成物について、その初期粘度と、４０℃で７日間保存後の粘度をＢ
型粘度計により測定し、それら粘度比（４０℃で７日間保存後の粘度／初期粘度）から粘
度安定性を評価した。
Ａ：粘度比が２．０以下のもの
Ｂ：粘度比が２．０を越え、５．０以下のもの
Ｃ：粘度比が５．０を越え、８．０以下のもの
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【００５２】
また、上記実施例１～１２、比較例１～１０で得られた各水性印刷インキ用組成物を、フ
レキソ印刷機（東谷製作所（株）製、東谷フレキソ印刷機）を用いて、原紙（壷量１４０
ｇ以下のＫライナー）に印刷を行い、得られた実施例１～１２、比較例１～１０の印刷物
の性能について、以下に示す方法で評価した。また、その結果を表１～２に示す。
【００５３】
［レベリング性］
各印刷物の泳ぎ（すじムラ）、色ムラの程度を目視にて測定した。なお、泳ぎ、色ムラが
認められないものをＡ、泳ぎ、色むらが著しいものをＤとして、Ａ～Ｄで相対評価した。
【００５４】
［印刷物の濃度］
各印刷物の濃度を反射濃度計（グレタブマクベス社製）を用いて測定し、以下の基準によ
り評価した。
Ａ：濃度値が１．９０以上のもの
Ｂ：濃度値が１．７０以上、１．９０未満のもの
Ｃ：濃度値が１．５０以上、１．７０未満のもの
Ｄ：濃度値が１．５０未満のもの
なお、転移性が良好なほど、印刷物の濃度が高くなる。
【００５５】
［耐水性］
各印刷物を水で濡らした布により擦って、耐水性を目視にて測定した。なお、インキ落ち
がないものをＡ、インキ落ちがひどいものをＤとして、Ａ～Ｄで相対評価した。
【００５６】
また、比較例６について、発色性を目視にて判断したところ、発色性が低下した。さらに
、比較例８について、樹脂版に水性印刷インキ用組成物をメアバーで展色し、６０分後、
水で濡らした綿で拭き取り、洗浄性を測定したところ、洗浄性が低下した。
【００５７】
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【００５８】
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【表２】

【００５９】
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上記結果からわかるように、バインダー樹脂として、酸基を含有するラジカル重合性不飽
和単量体、芳香環を有するラジカル重合性不飽和単量体、エチレンオキサイド鎖とプロピ
レンオキサイド鎖とを、それぞれ少なくとも１個含有するアルキレンオキサイド鎖含有ラ
ジカル重合性不飽和単量体、分子内に炭素数６以上のアルキル基を含有するラジカル重合
性不飽和単量体を必須成分としてラジカル共重合して得られ、特定の酸価を有するアルカ
リ可溶型共重合体を使用することにより、流動性、経時安定性が良好で、レベリング性、
転移性等が優れ、高い光沢、耐摩擦性、耐水性を有する水性印刷インキ用顔料分散体及び
それを含有する水性印刷インキ用組成物となる。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
本発明により、流動性、経時安定性が良好で、レベリング性、転移性に優れ、高い光沢、
耐摩擦性、耐水性を有する水性印刷インキ用顔料分散体及びそれを含有する水性印刷イン
キ用組成物が得られる。
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